
医療安全セミナー
in九州 開催のご案内

【参加費】

無料

2026年11月20日（金）開催日時

開催場所

定　員

参加費

15時00分～17時00分
（14時30分 受付開始 ）

無 料
50名（先着）

株式会社 自治体病院共済会《主催》
《共催》

医療安全セミナー申込書 （ 自治体病院共済会 保険部 行 ）     FAX送信先 ▶ 03-3265-5868

年       月      日　　　
申込日　　

※ご記入いただいたメールアドレス宛に受講票メールを送信いたします。
E-mail

病院名

連絡先 TEL :

参加者
氏名

フリガナ

部　署

役　職 ▶
▶受講票メールを受信

セミナー参加

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

株式会社 自治体病院共済会 保険部 担当：袴田・國友
TEL：03－3263－3399 E-mail：jichihoken-kensyu@jichikyo.co.jp

受講までの流れ
FAX・メールで申し込み

※ 個人情報保護法に準拠して、取扱いいたします。
※ お申込みいただく個人情報はセミナーに関する
　 ご案内のほか、当社サービスに利用する場合が
　 ございます。

お問合せ先

事前登録制お申込み方法
※申込者多数の場合、1施設あたりの参加人数を制限
させて頂く場合があります。

　　FA X：下記申込書にご記入の上、送信をお願いします。
メール：セミナー名および、①から⑦までをご記入の上、

　　　　　  jichihoken-kensyu@jichikyo.co.jpに送信をお願いします。

リファレンス大博多ビル貸会議室SMR1123 
福岡県福岡市博多区博多駅前2丁目20-1 大博多ビル11F

新型コロナウイルス・パンデミックでは、地域医療の脆弱性のみならず、社会が抱える多層的な課題が浮き彫りと
なった。本講演では、パンデミックで試みられた感染対策を振り返り、その持続可能性を問い直す。そして、沖縄県に
おける地域連携の具体的な取り組みを紹介しながら、それを支える病院および専門職の役割について展望する。

九州医療センター、佐久総合病院、厚生労働省などを経て、2010年より沖縄県立中部病院において感染症診療
に従事。同院に地域診療科を立ち上げ、在宅医療に取り組んでいる。新型コロナウイルス感染症の世界的流行に
あたっては、厚生労働省参与、沖縄県政策参与として、医療現場と政策形成を架橋する役割を担った。

沖縄県立中部病院 地域診療科 部長  高山  義浩  先生

略　歴

講　師

医療事故が発生すると医療者は、刑事・行政・民事の3つの責任を問われる可能性がある。本講演では、医事紛争
の動向や訴訟の現状を踏まえ、紛争対応窓口となった際の初期対応の注意点や患者・家族との良好な関係を損
なわないための適切な対応など、実例を交えてお伝えする。

2006年損害保険ジャパン入社、2017年医療事故（近畿地区）を担当、2021年医療事故（広島・山口地区）を担
当、2024年長崎地区（自治体病院）と広島・山口地区を担当。

損害保険ジャパン株式会社 九州保険金サービス第一部
福岡火災新種保険金サービス課 主任  上原  禎史  様

略　歴

講　師

【 第 一 部 】    特別講演 ： ポストパンデミックの感染対策を考える

【 第 二 部 】    講　　演 ： 医事紛争対策と基本知識 ～初期対応のポイント～


